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文
化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
に

～
文
化
財
・
史し

せ
き蹟

め
ぐ
り
の

改
訂
に
向
け
て
～

　
昭
和
62
年
に
発
行
さ
れ
た
、
町

の
文
化
財
を
紹
介
し
た
冊
子
「
文

化
財
・
史
蹟
め
ぐ
り
」。

　
そ
れ
か
ら
13
年
後
、
平
成
12
年

に
改
訂
版
の
「
文
化
財
・
史
蹟
め

ぐ
り
２
０
０
０
年
版
」
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
訂
で
、
冊
子

の
大
き
さ
は
Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
４
版

に
拡
大
さ
れ
、
掲
載
さ
れ
た
文
化

財
の
数
は
１
８
０
件
か
ら
２
７
８

件
に
増
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
改
訂

版
の
発
行
か
ら
も
20

年
以
上
が
経
過
し
、

内
容
の
見
直
し
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

改
訂
に
向
け
た
第
一
歩
と
し

て
、
令
和
元
年
４
月
か
ら
、
文
化

財
専
門
委
員
に
よ
る
文
化
財
の
確

認
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
専
門
委
員
会
は
、
町
の

文
化
財
の
調
査
や
審
議
を
す
る
組

織
で
、
月
ご
と
に
会
議
や
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
数
あ
る
町
の
文
化
財
の
中
か
ら

ま
ず
調
査
に
取
り
掛
か
っ
た
の
は

「
神
社
」。
改
訂
版
で
は
45
社
の
神

社
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
54
社
に
拡
大
し
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
経
年
劣
化
や
自
然

災
害
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
文
化
財
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　
形
あ
る
も
の
は
い
つ
か
は
無
く

な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、今
残
っ

て
い
る
も
の
を
大
切
に
し
、
少
し

で
も
多
く
の
歴
史
あ
る
も
の
を
後

世
へ
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
い
う
想
い
で
新
し
い
冊
子
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◀文化財・史蹟めぐり

▲荒牟田の三島神社所
蔵の鏡台

▲絵下古賀の高良玉垂命神社▲横溝本村の廣門神社本殿

▲蛭池中の八幡神社を調査する鳥取会長

見つめなおす　地域の宝見つめなおす　地域の宝

問 地域づくり課(0944-32-1047
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▲上八院下の天満神社 ▲上木佐木下の東天満神社

調　査　対　象　神　社　
大溝校区 木佐木校区

神社名 所在地 勧請年 神社名 所在地 勧請年
三島神社 大角 221 不明 天満神社 絵下古賀 247 不明
豊前坊神社 大角 1247 不明 琴平神社 絵下古賀 538-1 不明
田中神社 大角 1686 不明 大神宮 上木佐木 70-1 不明
天満神社 福土 23-4 不明 天満神社 上木佐木 16 不明
住吉神社 福土 185 1236 年 三島神社 上木佐木 500 1182 年
大雷神社 福土 594 1506 年 天満神社 上木佐木 646 不明
高良玉垂命神社 笹渕 489 1236 年 東天満神社 上木佐木 1091 不明
天満神社 笹渕 737-3 不明 三島神社 上木佐木 1154 1205 年
志賀神社 前牟田 16 1236 年 石案天満神社 上木佐木 1224 不明
若宮八幡神社 前牟田 826-3 不明 天満神社 上牟田口 987 不明
若宮神社 前牟田 483 不明 三島神社 上牟田口 461 不明
兵部神社 横溝 92-1 不明 彦山社 上牟田口 785 不明
廣門神社 横溝 1735-1 878 年 廣瀧神社 上牟田口 609-1 不明
月読神社 横溝 944 不明 伊弉諾神社 上八院 793 不明
天満神社 横溝 2088 不明 天満神社 上八院 649-1 不明
天満神社 横溝 2789 不明 大莞校区
若宮八幡神社 横溝 3205 不明 神社名 所在地 勧請年
天満神社 上白垣 627-9 不明 今松神社 高橋 268 1332 年

木佐木校区 三島神社 大藪１-1 1301 年
神社名 所在地 勧請年 三島神社 大藪 699 1304 年

三島神社 蛭池 871 1239 年 琴平神社 奥牟田 1236 不明
虚空蔵神社 蛭池 675-1 不明 天満神社 奥牟田 534 不明
八幡神社 蛭池 1596 不明 高良玉垂命神社 奥牟田１ 1375 年
玉垂命神社 侍島 159 1376 年 三島神社 三八松 345 1307 年
天満神社 侍島 289 不明 老松神社 三八松 777 1376 年
若宮神社 侍島 122 1461 年 三島神社 三八松 1386 1201 年
天満神社 八町牟田 229,230 1220 年 三島神社 三八松 1881 1205 年
木本神社 八町牟田 1116 1204 年 八幡神社 三八松 1961 1205 年
高良玉垂命神社 絵下古賀 64 1159 年 三島神社 筏溝 654 1201 年

※勧
かんじょう

請…離れたところから神様の分霊を迎えること

調
査
結
果
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

～
鳥と

っ
と
り取

英ひ
で
き記

会
長
コ
メ
ン
ト
～

　
文
化
財
専
門
委
員
会
で
は
、
５

年
の
歳
月
を
か
け
て
町
内
全
て
の

神
社
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
社

殿
か
ら
境
内
に
あ
る
石
塔
・
石
碑

に
至
る
ま
で
全
て
の
構
造
物
の
位

置
、
参
道
の
長
さ
、
建
物
の
寸
法

も
計
測
す
る
な
ど
詳
細
な
調
査
を

進
め
ま
し
た
。

　
調
査
に
際
し
ま
し
て
は
、
地
元

の
区
長
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方

に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
神
社
は
、
祭
礼
や
建
物
の
修
理

再
建
、
境
内
の
清
掃
な
ど
を
通
し

て
地
区
の
人
々
の
心
を
一
つ
に
す

る
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
結
果
を
今
後
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
で
、
郷
土
の
歴
史

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

地
区
を
盛
り
上
げ
る
一
助
と
な
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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神
社
調
査
か
ら
見
え
て
き
た

町
の
歴
史

　
神
社
調
査
を
進
め
る
中
で
、
祭

神
が
勧か
ん
じ
ょ
う請さ

れ
た
時
期
が
、
12
～

14
世
紀
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
荘し
ょ
う
え
ん
か
い
こ
ん

園
開
墾
が
盛
ん

だ
っ
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
荘

園
と
は
、
貴
族
や
寺
社
が
持
つ
私

的
な
大
規
模
農
園
の
こ
と
で
す
。

　
8
世
紀
ご
ろ
の
日
本
は
、
律り
つ
り
ょ
う令

制
度
の
も
と
、
全
て
の
土
地
は
天

皇
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
奈
良
時
代
以
降
日
本

の
人
口
が
急
増
し
、
食
料
の
確
保

が
問
題
と
な
り
、
開
墾
が
奨
励
さ

れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
、
開
墾
し
た
土
地
は
国

の
も
の
と
さ
れ
た
た
め
、
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
の
ち

に
、
開
墾
し
た
者
に
所
有
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

一
気
に
進
み
、
荘
園
が
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
す
。
11
世
紀
末
頃

に
は
大
木
町
の
一
部
を
含
む
北
部

九
州
有
数
の
荘
園
「
三み
ず
ま
の
し
ょ
う

潴
荘
」
も

形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
木
町
で
弥
生
時
代
や
古
墳
時

代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
い
の
は
、
こ
こ
が
有
明
海
の

干
潟
で
農
業
に
向
か
ず
、
住
む
人

が
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
開
墾
が
進
め
ら
れ
る

中
で
、
大
木
町
一
帯
で
は
、
堀
を

掘
っ
て
そ
の
土
で
干
潟
を
埋
め
立

て
土
地
を
確
保
し
、
少
し
ず
つ
人

の
住
め
る
土
地
へ
と
変
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
住
人
が
急
増
し
て

い
っ
た
こ
と
が
神
社
の
勧
請
年
か

ら
伺
え
ま
す
。

　
【
予
告
】
町
の
文
化
財
紹
介
の

記
事
を
掲
載
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
た
最
新
の
町
の
文
化
財
情
報

を
、
今
後
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し

て
い
く
予
定
で
す
。
記
事
の
執
筆

は
、
文
化
財
専
門
委
員
の
皆
さ
ん

が
担
当
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
神
社
の
紹
介
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
す
。
地
元
の
神
社
が
い

つ
出
て
く
る
か
、
他
の
地
区
に
は

ど
ん
な
神
社
が
あ
る
の
か
、
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

▲野口中野の八幡神社拝殿 ▲大藪田中の三島神社楼門

▲前列左より野口さん・鳥取会長・池上さん・
後列左より藤田学芸員・松竹さん・川村さん・
中村さん

▲蛭池北の三島神社拝殿

見つめなおす　地域の宝

こ
っ
ぽ
ー
っ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

文
化
財
専
門
委
員
会

活
動
報
告

●
日
時　
3
月
16
日
㈰
～
30
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
18
時

　
　
　
　
※
金
曜
は
20
時
ま
で

●
場
所　
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
2
階

●
休
館
日　
毎
週
月
曜

※
13
日
㈭
は
館
内
整
理
日
の
た
め

見
学
で
き
ま
せ
ん
。

▲絵下古賀の高良玉
垂命神社の狛犬

▲五反田の若宮八幡
神社拝殿

▲福間北 の大雷神社の絵馬

　
【
募
集
】
文
化
財
専
門
委
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

　
現
在
、
文
化
財
専
門
委
員
と
し

て一緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
郷
土
の
歴

史
や
文
化
に
興
味
関
心
が
あ
り
、

毎
月
第
３
水
曜
日
の
10
時
～
12
時

に
行
わ
れ
る
定
例
会
に
参
加
で
き

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
地
域
づ
く
り
課

へご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
現
在
次
の
６
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

鳥と
っ
と
り取　

英ひ
で
き記

さ
ん
（
会
長
）

池い
け
が
み上　
隆た

か
あ
き昭
さ
ん
（
副
会
長
）

川か
わ
む
ら村　

琢た
く
ま磨

さ
ん

松ま
つ
た
け竹　
博ひ

ろ
よ
し義
さ
ん

野の
ぐ
ち口　
裕ゆ

う
こ子
さ
ん

中な
か
む
ら村　
千ち

か

こ
賀
子
さ
ん
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高
め
よ
う 

地
域
協
働 

の
力
！

　
～
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
～

　
今
年
度
、
水
路
の
泥
上
げ
・
木

柵
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
水
路
は
、
農
業
や
消
防
水

利
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
泥

土
が
堆
積
し
、
貯
水
機
能
が
落
ち

て
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

施
工
業
者
と一緒
に
水
路
に
入
り
、

協
力
し
て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　
水
路
の
周
り
の
う
っ
そ
う
と
し
て

い
た
雑
木
の
伐
採
も
行
い
ま
し
た
。

数
日
間
を
か
け
た
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
地
域
課
題
を
地
域
住
民

が
協
力
し
て
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（
中な
か
し
ま島

政ま
さ
よ
し善

代
表
）

　
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
に
参
加

さ
れ
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
提
出
書
類
や
運
営
に
関
す
る

こ
と
を
組
織
の
役
員
と
事
務
局
で

協
議
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

大
木
町
広
域
協
定
運
営
委
員

会
は
、
全
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

今
後
も
保
全
活
動
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動

への
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
、

美
し
い
景
観
を
い
つ
ま
で
も
維
持
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
規
活
動
す
る
地
域
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
上
木
佐

木
下
環
境
保
全
委
員
会
が
新
た
に

加
入
し
、
町
内
で
24
組
織
が
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

五
反
田
地
域
資
源
保
全
会

上
木
佐
木
下
環
境
保
全
委
員
会

㉄
大
木
町
広
域
協
定
運
営
委
員
会

（
役
場
３
階
大
木
町
土
地
改
良
区
内
）

(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
１
３

▲活動前の点呼

▲改修前▲改修後

　
田
ん
ぼ
や
畑
は
、
農
業
だ
け
で

は
な
く
、
防
災
や
景
観
形
成
な
ど

の
機
能
を
持
って
い
ま
す
。

　
そ
の
機
能
を
維
持
・
発
揮
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
一
斉
清
掃
や
花

の
植
栽
な
ど
の
「
地
域
活
動
」
と
、

水
路
工
事
な
ど
の
「
施
設
長
寿
命

化
の
活
動
」
に
対
し
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
は
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲自分たちの手で水路工事

　
一
斉
清
掃
に
併
せ
て
草
刈
り
を

行
っ
た
り
、
育
成
会
と
生
物
調
査

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
地
区
田
園
自
然
再
生
委
員
会

▲子どもたちと生物調査

活
動
紹
介

大
木
町
広
域
協
定
運
営

委
員
会

▲植栽 ( 福間 )▲農道補修 ( 横溝本村 )▲雑木伐採 ( 野口中野 )
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イベントで伝える町と昆虫の魅力

積極的に情報発信を行っています

子どもたちに伝えたいカブトムシの魅力

町の皆さんと一緒に築く 活気ある大木町

　これまで「ＲＫＢカラフルフェス」や「大川木工まつり」
など多くのイベントに出展し、町と昆虫の魅力を発信し
てきました。
　また、6 月に「ＷＡＫＫＡ」で開催した昆虫ふれあ
いイベントでは、1日で約１,３００人もの来場者を迎え、
大盛況となりまし
た。町外からも多
くの人が訪れ、イ
ベントを通じて大木
町の魅力を存分に
発信。こうした成
果が評価され、県
知事表敬訪問にも
つながりました。

　昆虫を使った新しい循環の取り組みをより多くの人に知ってもらうために、
SNS やテレビなどのメディアを通して、情報発信を行っています。
　また、毎月一度回覧板で活動報告をしています。お手元に回覧板が回って
きたら、ぜひ私たちの記事を探してみてください！
※活動報告は町のホームページからも読むことができます。
　公式 Instagram では、定期的に活動の様子を投稿しています。
今後、出展するイベントの情報もお知らせする予定なので、
ぜひフォローしてチェックしてください。

　子どもたちに直接カブトムシの魅力を伝える活動も
行っています。その一環として大溝保育園で「カブトム
シふれあい体験」を開催しました。今回は、地域おこ
し協力隊の “カブトムシ博士 ” 浅野隊員が担当。子ど
もたちは目の前で見る大きなカブトムシに大興奮でした。
　「博士、また来てください！」という声がたくさん上がり、
子どもたちの笑顔
が輝いた楽しいひと
ときになりました。
　これからも、カブ
トムシの魅力を直
接伝えることで自
然や昆虫のすばら
しさを子どもたちに
広めていきます！

　地域の皆さんと共に力を合わせ、大木町をもっと活気ある町にするために活動
しています。一人ひとりの活動が、大木町の未来を支える大きな力になると信じて、
これからも皆さんと一緒に、笑顔と活気にあふれるまちづくりを目指していきます！

カブトムシは
全世界のヒーロー！！

（藤田）
カブトムシって
すんごいんです！

（伊藤）

きのこの魅力をどんどん
発信していきます！

（平松）
大木町は空気が
美味しい！！

（小田）

カブトムシの魅力を
もっと伝えていきたいです！
（浅野）

大木町には四季それぞれの
良さがあります！

（高橋）

地域おこし協力隊
インスタグラム QR
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昆虫と目指す新しい循環昆虫と目指す新しい循環
～地域おこし協力隊活動紹介～～地域おこし協力隊活動紹介～

私たちが「大木町地域おこし協力隊」です！

カブトムシは「ごみを資源に変えるスペシャリスト」

町の使われなくなった資源を有効活用

　地域おこし協力隊とは、都市部から地方へと移住し、地域課
題の解決を目指して活動する人のことです。
　現在、「大木町地域おこし協力隊」は、カブトムシをこよなく
愛する6 人のメンバーで構成されています。個性豊かな仲間が
集まり、昆虫を通じて大木町を盛り上げるべく、昆虫イベントの
開催や、きのこの廃菌床を活用した循環型プロジェクトを推進し、
町の魅力を発信しています。

　多くの人がカブトムシを一度は飼ったことがあるのではないでしょうか？
　カブトムシはかっこいいだけでなく、驚くべきパワーを持っています。
　通常、カブトムシの幼虫は腐葉土や土を食べますが、実はきのこの廃菌床
や木製廃棄物も食べてくれます。しかも、フンには栄養がたっぷりで、作物を
育てる肥料としても活用可能です。まさに「ごみを資源に変えるスペシャリスト」
なのです。
　カブトムシの幼虫自体も栄養が豊富なため、魚の餌など化学飼料に代わる
サスティナブルな飼料原料としても注目されています。

　町の豚舎跡地で、カブトムシの飼育、新しい資源に変える取り
組みを行っています。使われなくなった場所を有効活用すること
で、循環型社会の一端を担います。
　最初はカブトムシの姿はありませんでしたが、現在では 1 万匹
以上が育ち、廃棄物を資源へと変えています。
　これからさらにカブトムシの数を増やし、新しい資源として活用
できるよう、挑戦を続けていきます！

きのこ栽培の過程で
出てくる廃菌床

カブトムシの餌として利用
環境に優しい処理

カブトムシのフンを肥料に フンを利用して作られた
肥料で作物を栽培

　㉄産業振興課おおきブランド推進室　0944-32-8444
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ごみゼロチャレンジとは？
　各家庭で１か月間、「燃やすごみの量」と「プラスチッ
クごみの量」を量って記録します。
　毎日どれくらいのごみが出ているかを調査し、きちんと分
別することで、燃やすごみの量を減らせること体験します。

「ごみゼロを目指す」。そのことを意識してもらうことがこ
のプログラムの狙いです。

　プログラムに取り組む前には、環境課の職員が出前授
業を行い、「なぜ燃やすごみを減らさないといけないのか」

「分別をすることは資源を守ることにつながること」を学
びます。
　取り組み期間中には、生ごみ循環施設である「おおき
循環センターくるるん」や、資源ごみ収集の拠点である「環
境プラザ」の見学も行います。

　子どもたちの将来にツケを残さない、循環のまちづくりの一環として、町では学校
と連携して環境教育に取り組んでいます。
　昨年の６月に町内各小学校の４年生が、家庭から出る燃やすごみの量ゼロを目指す

「ごみゼロチャレンジプログラム」に挑戦しました。

ごみゼロチャレンジの結果は？

　1 人 1日あたりの燃やすごみの量の３小学校の平均は
74.1ｇとなり、大木町平均（178.7ｇ）から約 6 割も減
らすことができました。

子どもたちの感想から
●分別しても意味はないと思っていたけど、ごみゼロチャレ
ンジをして意味がわかり、もっと分別しようと思いました。こ
のことを大人になっても覚えて、生かそうと思います。
●今回のごみゼロチャレンジをしてみて、燃やすごみ用の
ごみ箱の中に自分の食べたおかしの袋がたくさん入ってい
たので、反省しながら分別しました。今度から気をつけて
分別していきたいと思います。家族みんなだけの１か月で
ごみの量は多いと思ったから、大木町のごみの量はどん
なに多いだろうと思いました。

保護者の感想から
●今回ごみゼロチャレンジに参加して、今までわからない
物はすぐ燃やすごみに捨てていることに気づきました。子
どもと一緒に分別表を確認すると、プラスチックや雑がみ
に捨てられるものも多くあり、燃やすごみの量が少なくなり
ました。これからも続けていきたいと思います。
●今まで、ごみのことを考えてなかったけど、勉強したこ
とで「このごみは何になる？」「燃やすごみなのか？プラス
チックなのか？」など、自分で考え、分からなかったらた
ずねて、分別して捨てることができるようになりました。ま
た、捨てる前にまだ使えないかを考え、ごみを減らそうと
していました。家族も一緒に考えることができて、ごみを
減らす意識が高まりました。

大木町のリサイクル率（令和４年度）
63.9％（全国第７位）

子どもたちのごみゼロへの挑戦子どもたちのごみゼロへの挑戦

約 60％
減

200

150

100

50

0

1 人 1日あたり燃やすごみの量（ｇ）

参加者平均 大木町平均
■ 重さ
（ ｇ ） 74.1ｇ 178.7ｇ

ゼロ・ウェイストは子どもたちから
　ごみゼロチャレンジプログラムは、子ども
と家族が一緒に取り組むプログラムです。
学校での学びを家族と共有することで、新
たな気づきにつながっています。
　そして、その気づきが町全体の分別意
識の向上につながっています。

※イラスト・画像は
イメージです。

▲出前授業の様子 ▲くるるん見学の様子

問環境課0944-32-1120
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①～④の
４つの会場で

　　マルシェ開催

1010時時    ～～    1515時時

（日）（日）３３//９９ 第第９９回回

① WAKKA 会場

②無人販売所ひばり

④

③ YOLO

【出展者のみなさん】Loop、Lys branc、POLA大木町店、PIRATES、WAKKA

【出展者のみなさん】井手八郎さん、中島農産、田中米穀、くるるん農園、小林きのこ産業、イケヒコ・コーポレーション、中園農園、スマホ修理工房

※イラスト・画像は
イメージです。

イベント詳細はコチラから▶

素焼きの鉢を自由にリメイ
クして、好きな多肉植物を
植えよう！

【参加費　500 円】

いろんなカタチのあき
ばこであそぼう！

【参加費　無料】

端材を使って、あな
ただけの「ミニハウ
ス」をつくってみよ
う！

【参加費　300 円】

消臭・除湿に◎
【参加費　100 円】

●リメイク鉢で多肉植物

おい
しい
キッ
チン
カー
も

　や
って
きま
す！

会場：道の駅おおき芝生広場

問軒先マルシェ連絡会事務局（クリエイティブおおき）(0944-78-2472

大木町みらい大学主催

●軒先マルシェ連絡会のメンバーも地元ならではの商品を出展します！

●あきばこであそぼう！

●い草チップつめ放題！

●こっぱ工作大作戦！

出店マップ

グーグルマップ

プレミアムチケット
500 円（100 円券 6 枚綴り）
①～④の会場で使えます。
2 月 25 日㈫から
WAKKA で販売開始！
※おひとり様 2 セットまで。

先着
100 名様に
「軒先マルシェオリジナル
エコバッグ」プレゼント！

雨天決行雨天決行
ただし出店していない所もありますただし出店していない所もあります
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告
示
日　
３
月
６
日
（
木
）

投
票
日　
３
月
23
日
（
日
）

７
時
～
20
時

■
投
票
で
き
る
人

　

満
18
歳
以
上
（
平
成
19
年
３

月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

令
和
６
年
12
月
５
日
ま
で
に
大
木

町
に
転
入
手
続
き
を
し
、
引
き
続

き
大
木
町
に
住
民
基
本
台
帳
の
登

録
が
あ
る
人
。

　

県
の
選
挙
権
を
有
す
る
人
が
、

県
内
の
他
の
市
町
村
に
住
所
異
動

し
た
場
合
は
、
異
動
日
で
投
票
所

な
ど
が
違
って
き
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
券

　
は
が
き
サ
イ
ズ
で
郵
送
さ
れ
ま

す
。

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

い
場
合
ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
本
人
確
認
を
行
っ
た
上
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
場
所

　

投
票
日
当
日
の
投
票
場
所
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
って
異
な
り

ま
す
。
事
前
に
送
付
さ
れ
る
「
投

票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
確
認
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

第
１
投
票
所　
大
溝
小
学
校

　
　
　
　
　
　
体
育
館

第
２
投
票
所　
大
木
町
総
合
体
育

　
　
　
　
　
　
館
研
修
室

第
３
投
票
所　
大
莞
コ
ミュニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

■
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間

●
大
木
町
役
場
３
階
期
日
前
投
票

所
・
不
在
者
投
票
所

３
月
７
日（
金
）～
３
月
22
日（
土
）

８
時
半
～
20
時

●
イ
オ
ン
大
木
店
期
日
前
投
票
所

３
月
15
日（
土
）～
３
月
22
日（
土
）

13
～
19
時

お
買
い
物
帰
り
に
、
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
不
在
者
投
票

　
選
挙
期
間
中
、
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
他
市
町
村
に
滞
在
中
の
人
は
、

手
続
き
に
よ
り
滞
在
先
で
投
票
で

き
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
の

指
定
施
設
（
病
院
）
な
ど
に
入
所・

入
院
中
の
人
な
ど
は
、
そ
の
施
設

で
投
票
で
き
ま
す
の
で
施
設
職
員

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
の
た
め
に
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
資
格

要
件
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
投
票
交
付
請
求
期
限
は
、

３
月
19
日（
水
）17
時
ま
で
で
す
。

■
投
票
所
は
お
子
さ
ん
も
一緒

に
入
場
で
き
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、

早
い
段
階
か
ら
社
会
の
一
員
、
主

権
者
と
し
て
自
覚
を
持
って
も
ら
う

た
め
、選
挙
人
に
同
伴
す
る
子
ど
も

（
18
歳
未
満
）
は
投
票
所
へ
の
入

場
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

㉄
大
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
３
５

「
わ
た
し
の
、
選
挙
で
す
。
県
民
み
ん
な
が
、
選
挙
の
主
役
。」

３
月
23
日
は
福
岡
県
知
事
選
挙
の
投
票
日

期日前
投票所

WC
アミューズメント

書店
食品

100円
ショップ

アミューズ
メント

フィットネス
クラブ

アミューズ
メント　

▶
専
門
店
入
口

イオン一般食品売り場

イオン大木店　期日前投票所

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

住
民
は
有
権
者
の
３
分
の
１
以
上

の
署
名
を
も
っ
て
、
議
員
の
解
職

を
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
求
が
有

効
な
場
合
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

は
解
職
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票

を
行
い
ま
す
。
今
回
の
直
接
請
求

の
経
過
と
今
後
の
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
令
和
６
年
12
月
２
日 

大
木
町

議
会
議
員
解
職
請
求
代
表
者
か
ら

代
表
者
証
明
書
の
申
請

②
12
月
９
日 

解
職
請
求
代
表
者

証
明
書
の
交
付

③
12
月
９
日
～
１
月
９
日 

署
名
の

収
集

④
１
月
14
日 

署
名
簿
提
出

⑤
１
月
15
日
～
２
月
３
日 

署
名
簿

審
査
期
間

⑥
審
査
結
果

・
署
名
総
数
５
８
９
２
人

・
有
効
署
名
の
総
数
５
５
５
４
人

（
直
接
請
求
に
必
要
な
署
名
数

３
７
０
０
人
）

⑦
２
月
４
日
～
10
日 

署
名
簿
の
縦

覧
期
間
（
異
議
申
出
期
間
）

⑧
本
請
求
の
提
出 

２
月
14
日

⑨
告
示
日 

３
月
３
日
㈪

⑩
投
票
期
日 

３
月
23
日
㈰

直
接
請
求
の
経
緯
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３３月月3030 日（日（日日）・）・４４月月66 日（日（日日）は）は
役場窓口の特別開庁日です役場窓口の特別開庁日です
開庁時間開庁時間９９時時～～1212時時3030分分

　転入・転出などの届出が集中するため、年度末と年度初めの日曜日に役場窓口を開庁します。
　特別開庁日には、転入・転出などの住民異動の受付や、児童手当の手続き、水道の手続きなども行います。
　ただし、他市町村など他の官公庁に確認が必要な手続きは処理できない場合があります。

　
引
越
し
に
よ
る
住
所
の
異
動
届

は
、国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金
、

選
挙
人
名
簿
登
録
な
ど
に
つ
な
が

る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
引
っ
越

し
を
し
た
ら
必
ず
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

他
の
市
区
町
村
に

 

転
出
・
転
入
す
る
と
き

❶
引
越
し
前
の
市
区
町
村
で
は

　
転
出
日
前
後
14
日
以
内
に
転
出

届
を
提
出
し
て
「
転
出
証
明
書
」

を
受
領
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
「
転
出
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
転
出
届
は
必

要
で
す
。

➋
引
越
し
先
の
市
区
町
村
で
は

　
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

「
転
出
証
明
書
」
と
一
緒
に
転
入

届
を
提
出
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
「
転
出
証
明
書
」
が
発

行
さ
れ
な
い
た
め
、
転
入
手
続
き

に
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

と
「
暗
証
番
号
（
６
桁
以
上
の
英

届出・サービス 担当課（問合せ先）

戸籍謄抄本、住民票の写しなどの発行
税務町民課（戸籍住民）(０９４４-３２-１０６８
マイナンバーカード予約 (０９４４-３２-１０６１

印鑑登録、印鑑登録証明書の発行
転入・転出などの住民異動の受け付け
マイナンバーカードの受け取り・更新手続き（要予約）
所得（課税）証明書、評価証明書などの発行

税務町民課（税務）(０９４４-３２-１０６７
納税証明書の発行
税金などの口座振替の受け付け
税金の支払い
国民健康保険資格確認書・資格情報のお知らせなどの発行

健康課 (０９４４-３２-１２８０国民健康保険の資格取得・喪失届の受け付けなど
国民年金の資格取得・喪失届の受け付けなど
こども医療・ひとり親家庭等医療の手続き

こども未来課 (０９４４-３２-１０６６
児童手当の手続き
水道に関する手続き（当日開栓不可） 建設水道課 (０９４４-３２-１０６４

数
字
と
４
桁
の
数
字
）」
が
必
要

で
す
。

  

大
木
町
内
で
転
居
す
る
と
き

　
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

税
務
町
民
課
窓
口
へ
転
居
届
を
提

出
し
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
と
「
暗
証
番
号
（
６
桁
以
上

の
英
数
字
お
よ
び
４
桁
の
数
字
）」

が
必
要
で
す
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

 

お
持
ち
の
人
は
「
転
出
届
」
が

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す

　

転
出
届
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
提
出
で
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
よ
り
、
来
庁
の
必
要
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
で
ご
不
明
な
点
は
税
務

町
民
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
６
８

引越しをしたらまずは手続きを引越しをしたらまずは手続きを


